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史
学
研
究
会
大
会

予
　
告
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左
の
日
程
で
本
会
及
び
読
史
会
・
東
洋
史
談
話
会
・
西
洋
史
読
密
会
連
合
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
多
数
御
参
加
計
さ
い
ま

す
よ
う
御
案
内
申
上
ま
す
。

△
＋
一
月
一
日
（
金
）
午
前
八
時
半
～
午
後
五
時

　
・
見
学
　
京
都
の
庭
園
観
賞

　
．
　
　
　
　
修
学
院
離
宮
・
三
千
院
。
大
徳
寺
・
東
本
願
寺
枳
殻
邸
（
以
上
、
パ
ス
に
て
巡
回
。
終
了
後
簡
単
な
パ
ー
チ

　
　
　
　
　
　
ィ
ー
を
開
く
予
定
）

　
　
　
会
費
　
四
〇
〇
円
程
度
（
パ
ー
テ
ィ
ー
費
と
も
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
も
　
　
　
　
ロ
　
じ
　
　
　
　
カ
　
つ
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
コ
　
ら
　
ロ

　
　
　
　
　
　
※
参
加
御
希
望
の
方
は
、
氏
名
、
年
齢
、
官
職
名
鑑
明
記
の
上
、
会
費
を
添
え
て
十
月
十
日
迄
に
御
申
込
下

　
　
　
　
　
　
さ
い
。
当
日
御
申
込
の
受
付
は
致
し
ま
せ
ん
．
尚
、
都
合
に
よ
り
見
学
場
所
に
若
干
の
変
更
が
あ
る
か
も
知

　
　
　
　
　
　
れ
ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め
お
含
み
お
き
下
さ
い
。

△
十
一
月
二
目
（
土
）
午
後
一
時
よ
り

　
　
災
学
研
究
会
大
会
及
び
総
会
　
　
京
都
大
学
法
経
第
五
教
室

　
　
　
　
（
講
演
）
　
立
山
信
仰
に
関
す
る
史
的
考
察
（
ス
ラ
イ
ド
便
用
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ギ
リ
シ
ャ
文
化
の
生
成
（
仮
題
）

高
　
　
瀬
　
　
重
　
　
雄
氏

村
　
田
　
数
　
之
　
亮
氏

△
＋
哨
月
三
日
（
祭
）
午
前
九
時
よ
り
、

　
　
読
史
会
・
東
洋
史
談
話
会
・
西
洋
史
読
書
会
各
大
会
及
び
晩
餐
会

　
　
　
　
※
地
理
学
談
話
会
は
、
当
日
日
本
地
理
学
会
・
人
皆
地
理
学
会
共
催
の
大
会
が
立
命
館
大
学
で
開
か
れ
ま
す
の
で
本

　
　
　
　
年
に
限
り
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
せ
ん
。

（
備
考
）
詳
細
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
十
月
下
旬
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
会
員
の
方
で
大
会
出
席
の
た
め
、
公
用
出
張
依
頼
状
の

　
　
　
必
要
な
方
は
、
な
る
べ
く
早
く
本
会
宛
御
申
出
下
さ
い
。

会
員
各
　
位

史
　
　
学

研

究

ム竃

鋸
ゼ



に
立
ち
え
な
い
武
士
層
も
、
政
府
反
対
派
に
廻
る
で
あ
ろ
う
。
す
な

わ
ち
幕
藩
領
主
的
立
揚
を
墨
守
す
る
層
、
派
閥
意
識
か
ら
討
幕
に
参

加
し
た
上
士
討
幕
派
、
あ
る
い
は
庄
屋
毒
血
的
反
封
建
的
性
格
を
内

包
し
て
い
た
勤
王
党
員
大
衆
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
反
政
府
運

動
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
明
治
政
府
は
、
広
汎
な
諸
階
級
の
統
一
行
動
に
よ
っ
て

生
み
だ
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
階
級
的
基
盤
は
き
わ
め
て
狭
い
も
の

と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
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酬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
師
　
上
　
野
　
照
　
夫
茂

　
　
先
般
解
体
修
理
を
完
成
し
、
面
目
を
一
新
し
た
宇
治
平
等
院
に
つ
い
て
、
講
演
及
び
見
学

　
　
を
行
い
ま
す
。
往
復
観
光
バ
ス
利
用
。
参
加
会
費
｝
五
〇
円
。
参
加
御
希
望
の
方
は
会
費

　
　
を
添
え
、
九
月
廿
五
日
ま
で
に
当
会
宛
御
申
込
下
さ
い
Q
但
し
満
員
次
第
〆
切
ま
す
。
当

～
　
日
申
込
は
受
付
ま
せ
ん
。
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料
が
集
大
成
さ
れ
た
。
こ
の
優
れ
た
本
書
に
対
し
て

一
つ
だ
け
注
丈
を
つ
け
さ
せ
て
頂
く
な
ら
ば
、
本
巻

に
幕
府
法
全
体
の
索
引
が
付
せ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

が
残
念
で
あ
る
。
　
「
あ
と
が
き
」
に
記
し
て
お
ら
れ

る
如
く
、
　
索
引
が
付
せ
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
刊
行

期
田
の
切
迫
等
に
よ
っ
て
不
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
で

あ
り
、
全
く
血
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
の
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
望
蜀
の
思
を
禁
じ
難

い
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　
三

　
佐
藤
、
池
内
両
氏
の
多
年
に
わ
た
る
幕
鰐
法
研
究

の
成
果
が
余
す
と
こ
ろ
な
く
こ
の
両
巻
に
収
め
ら
れ

た
の
で
あ
る
が
、
地
昧
な
塑
料
批
判
、
考
証
の
累
積

で
あ
る
こ
の
愛
料
葉
編
纂
の
労
苦
に
は
、
我
々
の
想

像
を
絶
す
る
も
の
が
あ
ろ
う
。
こ
こ
数
年
来
多
く
の

史
料
藥
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
編
纂
に

当
っ
て
特
に
多
大
の
労
力
を
要
求
さ
れ
る
点
に
お
い

て
は
竹
内
理
三
氏
の
「
平
安
遺
贈
」
に
も
辺
敵
す
る

も
の
で
あ
り
、
叉
学
界
に
稗
益
す
る
点
に
お
い
て
も

戦
後
の
多
く
の
史
料
集
中
の
霧
雪
と
言
っ
て
も
差
支

な
い
で
あ
ろ
う
。
　
（
ど
の
史
料
集
に
お
い
て
も
、
良

心
的
な
編
纂
を
行
お
隔
）
之
す
れ
ば
非
常
な
努
力
が
必

要
で
あ
り
、
又
そ
れ
ぞ
れ
が
高
い
価
値
を
有
し
て
い

る
の
で
あ
る
か
ら
、
　
そ
れ
に
甲
乙
を
つ
け
よ
う
と

す
る
考
え
方
を
す
る
こ
と
は
潜
越
な
行
い
で
は
あ
る

が
。
）
　
本
巻
に
引
続
い
て
、
第
二
部
の
戦
国
家
法
、

第
三
部
の
公
家
法
、
本
所
法
、
村
法
等
の
出
版
が
順

調
に
遅
滞
な
く
蓮
ば
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
す
る
と
共

に
、
編
纂
者
の
辛
苦
の
成
果
を
利
用
さ
せ
て
頂
け

る
こ
と
に
あ
つ
く
御
礼
の
曇
黛
集
を
申
し
述
べ
た
い
。

（
A
5
四
六
八
頁
、
口
絵
写
真
四
葉
、
岩
波
書
店
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
…
田
中
稔
ー

バ
ッ
ク
ナ
ム
バ
ー
の
お
知
ら
せ

左
記
の
各
号
に
隈
り
、
小
数
在
庫
い
た
し

ま
す
。
御
希
望
の
方
は
、
前
金
に
て
当
会

宛
御
申
込
下
さ
い
。

　
（
　
）
内
は
定
価
・
送
料
。
特
記
な
き

　
も
の
は
す
、
べ
て
定
価
落
円
、
送
料
八
円

　
で
す
。

三
一
二
巻
　
　
一
肌
乃
（
・
八
○
　
　
〒
一
六
）
　
二
縣
乃

（
八
○
　
予
一
六
）
五
号
（
八
○
　
〒
～

六
）三

四
巻
　
一
・
二
合
堂
号
（
一
四
〇
　
〒

一網

n
）
　
四
時
万
（
↓
八
○
　
　
〒
一
山
ハ
）

三
五
巻
　
四
号

三
六
巻
　
一
号
・
二
号
・
四
号

三
八
巻
　
　
二
戸
乃
σ
ゴ
電
万
。
最
先
石
9
五
号
9

山ハ

瘰
ﾎ
（
二
ご
一
〇
　
　
〒
一
轟
ハ
）

｝二

繩
ｪ
　
　
瓢
葺
写
。
四
三
二
●
五
吼
乃
●
∴
ハ
匹
石

（
二
（
）
○
　
　
劃
一
論
ハ
）

四
〇
巻
　
一
号
・
工
号
。
三
号
・
四
号

　
　
　
　
　
史
　
学
　
研
　
究
　
会

　
　
　
　
　
　
振
替
京
都
五
一
五
五
番
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中
餌
考
古
学
視
察
団
の
訪
中

　
中
共
政
蔚
の
招
聴
に
よ
り
、
東
大
名
誉
教
授
原
田

　
淑
入
議
長
以
下
八
名
が
、
毒
茸
十
七
日
か
ら
六
月

　
一
三
ま
で
一
箇
月
半
に
わ
た
っ
て
、
西
安
・
洛

　
陽
・
羽
州
・
敦
纏
・
長
沙
・
広
州
な
ど
の
諸
遺
跡

　
お
よ
び
各
市
の
博
物
館
や
大
学
を
視
察
し
た
。
京

　
都
大
学
か
ら
は
・
水
野
清
一
、
樋
口
隆
康
、
岡
崎
敬

　
の
三
氏
が
参
加
し
た
。

兵
障
県
撫
西
郡
北
条
町
・
剣
坂
古
墳
の
調
査

　
七
月
や
四
日
一
二
十
八
臼
。
京
大
考
古
学
教
箋

　
小
気
　
行
雄
漏
講
肺
ほ
か
教
塗
員
が
参
卜
し
た
。
横
穴

　
石
室
を
主
体
と
し
式
た
円
墳
で
、
石
室
内
の
一
部

　
は
す
で
に
盗
掘
を
う
け
て
い
た
が
、
玄
室
の
両
端

　
に
棺
台
と
考
え
ら
れ
る
平
石
を
お
い
た
構
造
が
し

　
ら
れ
、
須
葱
器
、
土
師
器
、
鉄
製
品
類
な
ど
多
数

　
の
一
二
物
が
発
見
さ
れ
た
。

香
川
県
ヨ
豊
郡
詫
聞
町
・
紫
雲
娼
弥
生
式
遺
跡
の
調

査
　
八
日
踊
濡
丁
山
ハ
ロ
回
一
ご
一
∴
T
一
日
。
　
鴛
マ
丁
年
↓
i
二
月
、

　
三
十
一
年
八
月
に
つ
づ
く
第
三
回
の
調
査
。
小
林

　
行
雄
鴫
講
師
ほ
か
考
古
学
…
教
塗
員
が
参
加
し
た
。

綾
部
市
栗
町
・
以
久
田
野
右
墳
群
の
調
査

　
八
月
牽
七
日
一
二
十
七
日
。
窟
大
臣
・
吉
学
教
室

　
酒
谷
宣
ハ
治
助
手
ほ
か
二
名
鑑
よ
つ
て
醤
基
の
古
墳

を
発
掘
し
た
。
い
ず
れ
も
経
十
六
米
繭
後
の
円
墳

で
あ
る
が
、
う
ち
一
基
で
は
、
長
さ
三
・
三
米
、

巾
○
・
八
米
の
太
・
棺
を
雲
影
封
土
中
に
お
さ
め
、

土
師
器
、
鉄
器
類
の
調
葬
晶
は
縮
…
の
申
ば
か
り
で

な
く
、
棺
側
や
棺
上
に
も
配
潤
し
て
い
る
状
態
が

判
明
し
た
。

どv、ハthvx’vvsハ～いノNAA”L’”MX…“
く

／％鳥k騰由三 一
　
歓
蟹
者
紹
介

一　
池
欝
敬
正

京
都
大
学
大
学
院
学
生

山
津
義
夫
群
罵
大
学
講
師

岩
見
　
　
宏
　
神
戸
大
虚
講
師

編
　
集
後
　
記

高
沢
裕
｝
露
都
大
学
大
学
暁
学
生

島
田
正
彦
　
密
塚
由
学
院
高
等
部
教
諭

馬
肉
　
　
稔
　
奈
良
国
立
丈
化
財
研
究
所
員

　
こ
と
し
の
残
暑
は
こ
と
の
ほ
か
き
び
し
く
て
長
い

よ
う
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
秋
声
の
音
が
な
つ
か
し

く
ふ
る
え
る
こ
の
頃
、
御
手
許
に
こ
の
第
五
号
を
お

と
ど
け
す
る
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
も
ら

れ
た
力
作
を
味
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
一
間
う
れ

し
く
お
も
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
雑
誌
も
、
ま
い
ど

申
し
上
げ
る
こ
と
で
す
け
れ
ど
、
全
属
の
会
員
か
ら

の
積
鑓
的
な
御
投
稿
を
お
ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
御
投
稿
の
場
合
は
、
枚
数
は
四
〇
〇
宇
詰

五
十
枚
ま
で
、
四
〇
〇
字
程
度
の
要
約
を
附
し
て
下

さ
い
。
〆
切
は
毎
奇
数
月
の
十
日
、
採
否
は
編
集
部

に
お
任
せ
ね
が
い
ま
す
。
　
　
　
　
（
永
　
井
）

一
鍛
批
致
璽
五
顯
磁
　
憲
芭
円

　
史
林
（
第
醒
○
巻
第
五
号
）

　
　
　
京
都
市
左
京
謹
吉
田
本
町

　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

発
行
所
　
　
衷
　
　
学
　
　
研
　
　
究
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
生
京
都
五
｝
五
五
番

　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
宮
崎
市
定

　
　
　
　
　
　
編
輯
主
任
　
　
赤
松
俊
秀

　
　
　
京
都
市
下
京
区
七
条
獅
断
ノ
内
東
野
三
九

臨
測
所
　
中
村
印
刷
株
式
会
社
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